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＊＊ 本校の職員組織等＊＊

教職員数 ４３名 校長 １名、 教頭 １名、 教諭・講師 ３１名、 養護教諭 １名、

事務職員・補助員 ５名、校務助手・作業員４名

生徒数 １２０名 本科各年次１学級 ３７名、 専攻科各学年1学級 8３名

施設・設備 ◎ 敷地や校舎への入口を、管理可能なものにするために事務室にて

受付を行っている。

入校に際しては来校者プレートの着用を義務づけている。

◎ 防犯カメラを設置し、常時記録を撮っている。

◎ 夜間および休日は機械警備を導入している。

教職員の組織活動 ◎ 教職員は「教職員カード（名札）」を付けている。（携行している）

◎ 放課後等随時、教員による校内巡視を実施している。

◎ 休日の教職員の出校(校舎への出入り)は記録簿にて管理している。

◎ 農場管理のため毎日、年間を通して農業科職員が勤務している。

（休日においては農場管理室にて原則、日直勤務を行っている）

◎ 登校時の安全確保を図るため、保護者等の協力を得て見守り活動

を行う場合がある。

◎ 不審者情報などの情報提供を通じて安全教育を実施している。
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１ 本校の危機管理の基本方針

危機管理の必要性

危機管理の目的

１ 生徒や教職員の命を守る。

２ 危険をいち早く発見して、事件・事故の発生を未然に防ぐ。

３ 万一、事件・事故が発生したときは、適切かつ迅速に対応し、被害を最小限に抑える。

４ 事件・事故の再発防止と教育の再開に向けた対策を講じる。

課題を補う危機管理体制

１ 不審者に対する施設上の弱点に対しては、教職員の巡視等を行うことによって、危険をいち

早く発見するなど、日常の危機管理意識を高めることにより、被害を最小限に抑える。

２ 職員室に在室しているときには、来訪者について注意を払う。

３ マニュアルに従って、事件・事故に対処できない場合は、臨機応変に役割が変更できるよう、

各担当者の業務内容も熟知し、緊急事態発生時に備える。

４ 登下校の課題に対しては、保護者の協力を得て見守り活動を行う。

保護者・地域社会・関係機関との連携を図る上での留意点

１ 学校の安全は、まず教職員が積極的に守ることを基本に考える。

２ 学校の情報を発信し、開かれた学校づくりに努め、教職員一人一人が地域社会との信頼

関係を築く。

３ 緊急事態が発生した場合に、保護者や地域の人に快く協力してもらえるよう、地域社会

の行事等にも参加するよう心がける。
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２ 危機管理体制・役割分担

危機管理体制組織表と教職員の役割分担

◎（日常）

担当者 活 動 内 容

管理職 全体の統括

校長・教頭 ◇ 安全教育に関する事項（防犯教育、防犯訓練、校外学習の事前指導など）

◇ 安全管理に関する事項

（施設・設備の点検、生徒の安全確保に関する点検など）

◇ 安全に関する組織活動に関する学校安全計画全体の状況把握と、必要な指示

掌握

◇ ＰＴＡ、地域社会、関係機関との連携

生徒指導部 ◇ 施設・設備の点検、生徒の安全確保に関する点検

◇ 防犯訓練の計画と実施

◇ 教職員対象の研修の計画と実施

◇ 学校安全委員会の企画・運営

担 任 ◇ 生徒に対する防犯教育の実施

（通学路での安全、校内・校外で不審者と遭遇した場合の対応、防犯訓練等）

救 護 ◇ 生徒の健康状態、要観察者の状況と、かかりつけ医療機関の掌握

養護教諭 ◇ 応急手当、心肺蘇生法についての講習会資料作成

◇ 救急病院の掌握

◇ 負傷者搬送時の必需品の確認と準備
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◎ （緊急時） 出張等で不在者がある場合、臨機応変に役割を分担する。

担当者 活 動 内 容

対策本部 ◇ 全体の状況把握と必要な指示、掌握

校長 ◇ 校内緊急放送

◇ 生徒の避難の必要性の判断と指示

事務職員 ◇ 110番・119番通報

◇ 教育委員会への支援要請

◇ 保護者への緊急連絡、保護者説明会の準備と開催、連絡文書の作成

◇ 報道機関への対応

◇ 記録

不審者対応 ◇ 不審者対応

教頭 ◇ 不審者隔離

生徒指導主事 ◇ 校内巡視

校務助手 ◇ 事件の情報収集、把握、整理

◇ 学校や地域の状況の把握

難避・誘導 ◇ 放送指示を受けた生徒の安全な難避・誘導

各ｸﾗｽ担任 ◇ 下校方法の決定後、全保護者との連絡

◇ 生徒の安全の確認

避難・誘導が完了し、生徒の安全確保を確認の上、可能な範囲で不審

者対応の応援体制を組む。

負傷者対応 ◇ 負傷者発生に備えて、救急用品の準備

養護教諭 ◇ 負傷者搬送時の学校との連絡手段の準備

◇ 避難場所での負傷者の有無等の確認

◇ 確認と応急手当

◇ 負傷者発生現場での応急手当、搬送準備

◇ 負傷者氏名の確認とリスト作成

◇ 救急車同乗と搬送先からの連絡

◇ 負傷者と保護者への対応
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３ 緊急時の連絡網・対応図・連絡先一覧表・避難経路図

４ 施設面における安全確保
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５ 防犯教育・防犯訓練
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6 定期的な巡視

７ 日常の来訪者等への対応

１ 事務室で、所属、氏名、用件を確認し、受付名簿の記入と、「来校者カード（名札）」の

着用をお願いする。保護者の場合も同様に行う。

２ 特に挙動が不審な場合には、すぐに校長（管理職）に連絡し、指示を仰ぐ。

３ 用件終了後、職員室で、受付名簿に退校のチェックと来校者カードの返却を依頼し、

退校するのを見届ける。
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８-1 関係者以外の立入りに対する対応

来訪者を見かけた場合「来訪者カード（名札）」を着用しているかチェックする。

来訪者カード着用 来訪者カード未着用

１ あいさつと声かけ １ あいさつと声かけ

用件の確認をする。 用件を確認し、来訪者カードの着用を

２ 挙動不審の場合 依頼する。

生徒の安全確保を第一に案内場所を ２ 受付拒否、挙動不審の場合

決定し案内する。案内拒否の場合は、 生徒の安全確保を第一に案内場所を

丁寧に退去を求める。 決定し案内する。案内拒否の場合は、

丁寧に退去を求める。

生徒の安全確保を第一に案内場所を決定した場合

１ 案内する途中で他の教職員へ連絡する。連絡できないときは、部屋に通した後に連絡し複数

教職員で対応する。

２ 来訪者カードの着用についての説明や、用件の確認を行う。

聞き入れられ、用件ありの場合 聞き入れられず、用件なしの場合

来訪者カード着用の上、用事のある場所 丁寧に退去を求める。

まで案内する。
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８-2 不審者侵入防止対策「日常の危機管理対応」

●不審者侵入防止のための３段階の観点による現状の方策

段 階 現状の具体的な方策

①校門 部外者立ち入り禁止の看板設置、防犯カメラ設置の表示

②校門から校舎入口 死角の排除および防犯カメラの設置

③校舎への入口 利用時間の指定および、時間外の施錠、受付管理

（１）校門及び校舎入口の管理

通常授業日の校門管理は、原則以下の通りとする。校長（管理職）は、各学級担任を通じ、

生徒、保護者等に登下校時間を遵守させる。

時 間 生徒・教職員 来校者・保護者等

登校時間 ●生徒は校門から登校し、生徒玄関から出入りする。 常時正面玄関から出

8時00分～ ●生徒玄関は、あらかじめ決められた時間に警備員 入りする。

8時30分 による解錠とする。

●時間外の校舎内への出入りは、正面玄関とする。

授業中 ●生徒は生徒玄関、教職員は、正面玄関から出入り 常時正面玄関から出

する。 入りする。

下校時間 ●生徒玄関は、あらかじめ決められた時間に警備員 常時正面玄関から出

による施錠とする。 入りする。

●生徒は、生徒玄関から校門を出て下校する。

下校時間後 ●生徒玄関は、あらかじめ決められた時間に警備員 常時正面玄関から出

が施錠する。 入りする。

（２）来校者の管理

校長は、全教職員への指示・周知を通じて、下記の来校者対策を徹底し、不審者侵入に万全の

対策を取るよう努める。

⚫来客の予定がある場合は、あらかじめ事務室職員に来校予定者を伝える。

⚫事務室受付にて、来校者には受付名簿に記入を求め、来校者ＩＤを胸の位置につけるか首から

下げるよう求める。また、保護者の自家用車の駐車は原則農協前及び西中公民館駐車場とする。

⚫教職員は、学校を管理する立場にあるという心構えをもって、来校者とすれ違った際には来校

者ＩＤを確認し、積極的に挨拶・声掛けをするよう心がける。

（３）校内の巡視

⚫放課後等に担当教職員が適宜「校内巡視」を行い日誌への記入を行う。

（４）校外の巡視・巡回

⚫登下校時等の巡視：年度の始まりなどの決められた日時に、担当教職員、生徒自身が学校前

及び近隣交差点で、交通安全街頭指導を行う。
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８-３ クマ等の出没における対応

（１） 発生時の対応のポイント

【状況の把握】

・管理職は、クマ等の出没事案を認知後、直ちに市町村及び管轄する警察署に状況や被害防止対策を

問い合わせ、正確な情報を把握する。

・クマ等の出没状況や被害防止対策などの情報収集については、クマ等発見の初期段階から出没終息

まで、途中経過も含めてきめ細かく行う。

・事実とかけ離れた噂が流布することも考えられることから、管理職が情報を一元化して管理し、

県市町村教育委員会と連携し、正確な情報を生徒、保護者、教職員等に提供する。

【登下校、待機等の判断】

・生徒の登校前にクマ等出没事案を認知した場合、管理職は把握した情報を基に、登下校時における

生徒の安全確保に向けた対応を検討し、県市町村教育委員会の指導・助言のもと、その結果につい

て、直ちに保護者に対し、電話やメールなど確実に伝達される方法により連絡を行う。なお、通学

路にクマ等が出没する危険性がある場合は、保護者の自家用車による送迎、臨時休業又は自宅での

オンライン授業等を検討し、保護者からの理解を得るよう努める。

・生徒の登下校時間帯にクマ等の出没事案を認知し、通学路に出没する可能性がある場合は、市町村、

警察署、ＰＴＡ等と連携し、教職員についても、自動車に乗車するなど自らの安全を確保できる

方法で通学路の見回り等を行うことを検討し、登下校中の生徒を発見した場合は、緊急的な避難の

措置を講じる。

・生徒の在校中にクマ等出没事案を認知し、通学路に出没する可能性がある場合は、予め定めておい

た引き渡しのルールに基づき、生徒のみでは下校させず、保護者に生徒を直接引き渡して下校させ

る。

・判断に迷う場合には、速やかに県市町村教育委員会等を通じて富山県の指導・助言を得る。

【屋外での活動の実施についての検討】

・屋外での活動の実施については、クマ等の出没状況を踏まえ、県市町村教育委員会の指導・助言の

もと判断する。なお、生徒の安全確保が保障できない場合は、中止する。

・クマ等が学校周辺に出没する可能性が低く、屋外での活動を実施する場合であっても、近隣地域に

クマ等の出没事案があれば、教職員による見守りを強化するとともに、市町村や警察署から常に最

新の情報を入手し、万が一の場合に備えて生徒の避難経路と避難場所を確認する。

【保護者への対応】

・学校の対応方針について、保護者に周知し、理解を図る。

・関係機関から得た情報については、随時、保護者に提供し、注意喚起を行う。

【関係機関との連携・見守り活動】

・県、市町村、警察署などの関係機関と連携を密にし、常に最新の情報を入手するとともに、学校の

安全対策について指導・助言を得る。通学路の見守りを行う際は、関係機関と連携し、教職員が自

らの安全を確保できる方法により行う。

【教育委員会への相談・報告】

・管理職は、学校の安全対策について県市町村教育委員会へ連絡・相談し、指導・助言を受けるとと

もに、対応状況について適宜報告する。

【報道機関等への対応】

・報道機関や関係機関への対応は窓口を一本化し、管理職が当たる。
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（２） 今後の対応策（未然防止策）のポイント

【関係機関との情報共有体制の構築】

・県、市町村、警察署などの関係機関と普段から意思疎通を図り、それぞれの役割や対応を確認して

おく。

・連絡体制図や対応のフロー図などを作成し、休日・夜間の緊急時に適切かつ迅速な対応がとれるよ

うにしておく。

【危機管理体制の確立】

・管理職は、常日頃から危機意識をもち、事案発生時に迅速な判断・対応ができるよう、危機管理体

制を確立する。

【未然防止策】

・学級活動やホームルーム活動等で、県のホームページのリーフレット等を活用し、生徒に対する安

全指導やクマ等に遭遇しないための行動などに関する指導を行うとともに、学級だより等を通じ、

保護者に対しても家庭内で注意喚起を行うよう働きかける。

・学校の実情に応じて、「総合的な学習の時間」等の取組において、環境や地域に根ざした問題とし

て「クマ等」についてのテーマを取り上げ、クマ等との共存の在り方などについて考えを深める学

習を行う。
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□職員間の情報共有と対応の協議

登 □関係機関への連絡（警察・県市教委）

校 □通学路の安全確認

前 ・関係機関によるパトロール（市教委が依頼）

□保護者への連絡（安心安全メールで連絡）
・目撃情報があった場所等 ・保護者送迎、自宅待機等対応を指示

・登校時の注意事項

□職員間の情報共有と対応の協議

□生徒の安全確保と安全指導

在 ・生徒の所在確認 ・屋内への避難

校 ・校舎一階の施錠（状況に応じて窓の施錠も）

時 ・屋外での活動の制限（体育、休み時間、部活動）

・在校時及び下校時の注意事項を指導

□関係機関への連絡（警察・県市教委）

□通学路の安全確認
・関係機関によるパトロール（県市教委が依頼）

□保護者への連絡（安心安全メールで連絡）
・集団下校、引き渡し、部活動休止などの連絡

・登校時の注意事項

※安全が確保されるまで上記の対応を継続する。
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９ 危険度に応じた対応（緊急対応１～３）

緊急対応１ 退去を求めても応じず、危害を加えるおそれがある場合

緊急対応２ 危害を加えるおそれが非常に高い場合

緊急対応３ 危害が及んでしまった場合

対策本部 不審者対応（複数対応）

事件発生 事件発生
対応者（校長、○○教諭、事務職員） 対応者（教頭、△○教諭、管理用務員）
○状況の変化に対応できるような統括と指揮 ○不審者を落ち着かせるよう丁寧な対応
○校長（教頭） １１０番通報の指示 ○不審者の言動に注意

教育委員会への支援要請 ○隔離できる場所へ連れて行く努力
○所持品（凶器等危険物）の確認の努力

緊 ○校内緊急放送で緊急対応１であることを ○不審者との距離の確保(1.5m以上）
急 全教職員、生徒に知らせる。 ○警察が到着するまで生徒に危害が及ば
対 （暗号、決めた文例を使用するなど） ないよう配慮
応 ○生徒の避難の必要性の判断と指示
○不審者逃亡の場合、近隣校への連絡を
教育委員会に要請

１ 事件終息(不審者確保) 事件終息（不審者確保）
○警察、消防、教育委員会等への状況報告 ○校内を巡視し、他の不審者の有無の確認
○保護者（ＰＴＡ本部役員等）への連絡 ○逃げ遅れた生徒や負傷者の有無の確認
○当日の授業継続、下校方法等の決定 ○生徒の安全確保の応援
○今後の登下校方法・授業についての決定 ○事件の情報収集、把握、整理
○保護者説明会の準備と開催 ○学校や地域の状況の把握
○保護者あて連絡文書の作成
○近隣学校への情報提供（必要に応じて）
○報道機関への対応
○記録

事件発生 事件発生
対応１に加えて 対応１に加えて

緊 ○校内緊急放送で緊急対応２であることを ○周囲に危険を知らせる。
急 全教職員、生徒に知らせる。 （笛、大声、大きな音、火災報知器）
対 （暗号、決めた文例を使用するなど） ○不審者の移動を阻止する努力
応 ○攻撃に備え防御できる身近な道具の活用

（ほうき、いす、机、消火器等）
２ ○近くに生徒がいる場合は逃げるように指示

○生徒から注意をそらさせ、不審者を生徒に
近づけない努力

○生徒が捕らわれている場合は、不審者を
説得

事件終息（不審者確保） 事件終息（不審者確保）
対応１に同じ 対応１に同じ

事件発生 事件発生
対応１に同じ 対応１、２に加えて

緊 ○校内緊急放送で緊急対応３であることを ○不審者に注意しつつ、負傷した生徒等
急 全教職員、生徒に知らせる。 の状況確認と応急手当（救命最優先）
対 （暗号、決めた文例を使用するなど） ○被害を最小限にする努力
応 ○負傷者対応の要請で救急車手配(１１９番)
事件終息（不審者確保） 事件終息（不審者確保）

３ 対応１に同じ 対応１に同じ
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生徒の安全確保（避難・誘導） 負傷者対応

事件発生

対応者（各学級担任）

○生徒の人員確認と安全確保

○教室で待機、避難についての放送等の指示を

待つ。

生徒の安全確保確認後、可能な範囲で不審者

対応の応援体制を組む

事件終息（不審者確保） 事件終息（不審者確保）

○下校方法決定後、全保護者と連絡をとり、 ○負傷者の有無の再確認、全容把握

生徒の安全下校を確認

○保護者あて連絡文書を生徒へ配布

事件発生 事件発生

対応１に加えて 対応者（養護教諭、◎△教諭）

○避難場所、経路の決定、避難 ○準備した救急用品、負傷者搬送時の学校

○避難後の生徒の人員確認と負傷状況等の確認 との連絡方法を確保して避難場所、負傷者

発生現場へ急行

（お金、携帯電話、緊急連絡網等）

○負傷状況の確認と応急手当

○救急車要請の判断

事件終息（不審者確保） 事件終息（不審者確保）

対応１に同じ 対応１に同じ
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１０ 事後の対応・報道関係機関への対応
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１１ 緊急事態発生時の対応図
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１２ 緊急事態発生時の連絡先一覧表

＊ 通報はあわてず落ち着いて

連絡の要点 ① 学 校 名 富山県立小矢部園芸高等学校

② 学校住所 小矢部市西中２１０番地

③ 電話番号 ０766-67-1802

④ 連絡者の氏名 ○○ △△

⑤ 概要の説明 ・いつ ・どこで

（簡潔に） ・何があった ・今どうなっている（被害の状況等）

・犯人は（人相・車種・逃走方向等）

機 関 名 電 話 番 号

小矢部警察署（緊急時 １１０番） ０７６６－６７－０１１０

小矢部消防署（緊急時 １１９番） ０７６６－６７－０１１９

富山県教育委員会保健体育課 ０７６－４４４－３４４５

たなか@クロスランドクリニック（内科） ０７６６－３０－８２６０

北陸中央病院 ０７６６－６７－１１５０

学校医 田中 伸廣 ０７６６－３０－８２６０

学校薬剤師 髙木 久美子 ０７６６－６４－３３８２

小矢部保健所 ０７６６－６７－１０７０

氏 名 電 話 番 号

校 長 西川 忠行 ０９０－１６３９－５９９６

教 頭 柴田 恭伸 ０７６３－３２－２８０５

ＰＴＡ会長 角田 義則 ０７６６－６８－２４６６

近隣の学校 大谷中学校 ０７６６－６７－１０３７

大谷小学校 ０７６６－６７－１８１７

津沢中学校 ０７６６－６１－２０２７

石動中学校 ０７６６－６７－１１７１

[ 掲示場所：校長室、職員室（事務室 、保健室）]
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１３ 避 難 経 路 図

多様な事態を想定して、複数の避難経路図を作成する。

＊不審者侵入を想定し、避難経路の作成を行う。(上図はグラウンド避難と体育館避難の例)

＊避難場所は、侵入の状況によって、原則的にグラウンドか体育館と定めておく。

＊避難したときには、教職員の役割分担に従って、生徒等の安全確認を行う。



- 18 -

１４ 状 況 記 録 用 紙

小矢部園芸高校 記録者氏名

※状況に応じて、時系列で逐次記載する。

日 時 不 審 者 の 状 況 学校としての対応 関 係 機 関 備 考

状 況 （生徒の様子） (時系列に沿って) 等の対応 (情報源)
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１５ 負傷者状況記録用紙

年 月 日 事象名
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１６ 連 絡 用 紙

取扱注意

＊生徒を保護者へ確実に引き渡し確認するための記録用紙です。

＊緊急連絡カードの裏に添付し活用してください。

＊上半分（緊急連絡先、在校生兄弟姉妹まで）は、事前に記入しておいてください。

生徒連絡用紙

ふ り が な （ 男 ・ 女 ）

生 徒 氏 名 年 月 日生

ふ り が な 連絡先

保 護 者 氏 名

住 所

緊急連絡先 ＴＥＬ 在校生兄弟姉妹

携 帯 年 組

年 組

確認場所 保護者 等 続柄 月日時分 確認

１ 校庭

２

３

搬送先病院名 ＴＥＬ

備 考 ＊負傷状況記録
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１７ 報 告 文

保護者向け報告文 例（ ）

○○年○月○日

保護者 様

○○○立○○○学校

校 長 ○○ ○○

○○に係る事件に関する概要及び今後の対応について

この度の○○に係る事件に関する概要及び今後の対応について、取り急ぎ御報告

させていただきます。

（事実概要）

（休校措置・再開の目途について）

（保護者説明会の開催について）

（心のケア等に関する取組）
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1８ 登下校時における緊急事態発生時の対応
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１９ 登下校時における緊急事態発生時の対応図
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２０ 心のケア
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参考資料 表１ 学校危機対応のレベル ●学校管理下 ○学校管理外

事件 レベル 事 案 例 京都府

規模

大規模 Ⅵ ●北オセアチア共和国学校テロ

Ⅴ ●大阪池田小事件

Ⅳ ●佐世保市の小６殺害事件（全国マスコミ殺到） ●日野小事件

●寝屋川市教師殺害事件（〃）

●仙台ウォークラリー事故、３人死亡、20人以上重軽傷（〃） ●宇治小事件

中規模 ●山口県立高校爆発物事件、数十人救急搬送（〃）

Ⅲ強 ●校内での飛び降り自殺、目撃多数、学校に報道殺到

●小学校のプールで水死、生徒目撃多数、学校に報道殺到

Ⅲ弱 ●生徒の列に車、１人死亡、２人怪我、目撃数名、学校に報 ○宇治学習塾

道多数 事件

○親子心中事件、学校に報道多数

Ⅱ ○親子心中事件、学校に取材なし～僅か

小規模 ○自宅での自殺、学校に取材なし～僅か

●体育中に生徒が倒れ、搬送先の病院で死亡

○夏休み中に川での水の事故、複数生徒目撃

小規模 Ⅰ ○家族旅行中の交通事故で生徒死亡

以下 ○自宅で家族の自殺を生徒が目撃

出典 全国ＣＲＴ標準化委員会

参考資料 表２

◆ 小規模事案（レベルⅡ以下）や個人被害事案

◆ 単発的でない事案

・虐待やいじめなどの継続的トラウマ ・感染症による死亡などの事案

・生徒の行方不明

◆ 背景の問題が重要となる事案

・家庭での自殺 ・自殺未遂 ・子どもによる加害

◆ その他

・教職員の不祥事 ・災害 ・時間が経ってからの派遣依頼


